
 

 

  

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 ジビエを利活用した商品を開発・販売し、森林保護活動を支援している高知商業高校ジビエ商品開発・販売促進部

（通称：ジビエ部）は、このほど高知県香美市産鹿肉を使用したペット用ジビエ商品を開発し、販売を開始しました。 

 

 

 ２０２３年度で創部６年目を迎える高知商業高校ジビエ部は、ジビエを利活用した商品を開発し、販売を行ってきま

した。開発商品の中でも「鹿ジャーキー」は、クラウドファンディング返礼品や東京ドーム VIPルームでの提供など、２

年間で約２，０００袋が消費されました。一方、地域での販売会や商談会ではこの商品について「これ、ペット用？」と

尋ねられた方は全体の５割におよび、「ペット用のジャーキーも開発販売してほしい」というご意見は３人に１人とい

う結果でした。そこで、ジビエ部は消費者のニーズに合わせて、ペット用ジビエ商品の開発に踏み切りました。 

 ２０２３年５月から、「鹿ジャーキー」、「足骨」、「腱ガム」、「鹿ふりかけ」の４種類を先行販売しています。 

 

 

 ジビエ部は高知の森林の豊かさを守るため、毎年販売利益を森林保護活動に寄付してきました。防鹿ネットや森林

保護活動費用に贈られた寄付額は２０２２年度で合計１，０００，０００円に達しました。コロナ禍で支援金の減少など

乗り越えるべき課題はたくさんありましたが、部員たちは知恵を絞り、支援活動を継続してきました。 

 ２０２３年度、「ジビエ利活用で持続可能な社会の実現」のために、目標寄付金額を５００，０００円に設定しました。

昨年を上回る寄付を行うためにはどうするべきかを全員で話し合った結果、「ペットフードに挑戦しよう！」「今まで

の既存商品の販売に加え、ペットフード販売で目標金額達成につながるのでは」という仮説を立てました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

頑張る高校生 

目標寄付額 500,000円達成に向けて 

お客さまの声をかたちにする 

商品へのラベル貼り付け作業 ペットフード商品の完成 

 


